
は　じ　め　に

　本書は、「読む力　中
ちゅう

級
きゅう

」を終えた学習者のための教
きょう

材
ざい

です。「読む力　中級」では、中級の壁
かべ

を

越
こ

えることが目
もく

的
てき

でした。すでにその力を身
み

に付
つ

けた皆
みな

さんには、ぜひとも次
つぎ

のステップ、読みの

上
じょう

級
きゅう

者を目
め

指
ざ

してほしいと思い、本書を作
さく

成
せい

しました。

　読みの上級者とは、どのような読み手でしょうか。言語的
てき

にも構
こう

造
ぞう

的にも難
むずか

しい専
せん

門
もん

的な文
ぶん

章
しょう

を

理
り

解
かい

できるというだけでは、十分ではありません。本書でいう上級者とは、文章の難
なん

易
い

度
ど

に関
かか

わらず、

クリティカル・リーディング（批
ひ

判
はん

的読み）ができる読み手です。

　クリティカル・リーディングというのは、著
ちょ

者
しゃ

の言い分を鵜
う

呑
の

みにせず、眉
まゆ

に唾
つば

を付けながら、文

章をじっくり吟
ぎん

味
み

しながら読むことです。批判的と聞くと、非
ひ

難
なん

したり、攻
こう

撃
げき

したり、けなしたりす

ることのように思いがちですが、そうではありません。例
たと

えば、書かれていることは、ほんとうにそ

うだと言えるのだろうか、このような角
かく

度
ど

から見ればこうも考えられないだろうか、そもそも著
ちょ

者
しゃ

は

どのような前
ぜん

提
てい

を持って書いたのだろうかなどを考えながらテキストを読むということです。つまり、

書かれていることを、簡
かん

単
たん

に納
なっ

得
とく

したり、信じたりしない読み手の姿
し

勢
せい

や態
たい

度
ど

であり、さまざまな角

度からテキストを検
けん

討
とう

するための思考技
ぎ

術
じゅつ

の一つがクリティカル・リーディングです。

　膨
ぼう

大
だい

な情
じょう

報
ほう

や知
ち

識
しき

があふれている現
げん

代
だい

、主体的にそれらを取
しゅ

捨
しゃ

選
せん

択
たく

し、自
じ

律
りつ

的
てき

に問題を発見し、

創
そう

造
ぞう

的
てき

に解
かい

決
けつ

する力は、ことばの力と共に今を生きる人に必
ひっ

須
す

の能
のう

力
りょく

です。この能力の基
き

礎
そ

となる

のが、クリティカル・リーディングを通して鍛
きた

えられる批判的思考力です。ですから、クリティカル・

リーディングは、学生ばかりでなく、ビジネスパーソンや主
しゅ

婦
ふ

など、すべての人が身につけるべき技

術だと言えるでしょう。

　本書のねらいは、みなさんが自力で日本語によるクリティカル・リーディングができるようになる

ためのコツを身につけてもらうことにあります。そのために、各
かく

課
か

にクリティカル・リーディングの

ポイントをタスクの形
かたち

にして掲
けい

載
さい

しました。タスクを通して、書き手の思考の道
みち

筋
すじ

を的
てき

確
かく

に追
お

いな

がら、問題を探
さが

し出し、明
めい

確
かく

な問いを立て、文章を吟味しながら読む技術をぜひ、自分のものにして

ください。本書が、一人ひとりのクリティカル・リーディングの力を付けることに役
やく

立
だ

てば幸
さいわ

いです。

2013 年　神
こう

戸
べ

にて風光
ひか

る海と山とを望
のぞ

みつつ

　　　　　　　　　　　奥
おく

田
だ

純
じゅん

子
こ
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対
た い

象
しょう

とする学習者

○大学、専
せん

門
もん

学校等
など

で学んでいる人、学ぼうとしている人

○アカデミックな日本語を読めるようになりたい人

○日本語能
のう

力
りょく

試験（N1）、日本留
りゅう

学
がく

試験に向けて読
どっ

解
かい

の勉強をしたい人

この本の特
と く

徴
ちょう

特徴 1 ... 学習目
もく

標
ひょう

が見える！

この本で達
たっ

成
せい

する大きな学習目標です。

［できること 1］を細
こま

かく分けたのが、［できること 2］です。その課の勉強は
何のためか、これを勉強することによって何ができるようになるのかがわ
かります。

できること 1
できること 2

第
１
課
〜
第
７
課

抽
ちゅう
象
しょう
的
てき
な内

ない
容
よう
の教

きょう
養
よう
書
しょ
や専

せん

門
もん
分
ぶん
野
や
の入

にゅう
門
もん
書
しょ
を読み、問

もん

題
だい
提
てい
起
き
、論

ろん
点
てん
、筆

ひっ
者
しゃ
の主

しゅ
張
ちょう
、

意図、分野の概
がい
要
よう
が把

は
握
あく
でき

る

教養書の一
いっ
節
せつ
を読み、筆者の問題提起、論点、主張、

意図などが把握できる	
第 1課、第 2課

教養書の一節を読み、筆者の研究の動
どう
機
き
と仮

か
説
せつ
の概要

が把握できる
第 3課

専門分野の入門書の一節を読み、その分野の概要が把
握できる

第 4課

エッセイやコラムを読み、比
ひ
較
かく
、対

たい
照
しょう

、構
こう
造
ぞう
化
か
、アナロ

ジーを押
お
さえながら、筆者の主張、意図が把握できる	

第 5課、第 6課

第 7課

第
８
課
〜
第
９
課

論
ろん
文
ぶん
の抄

しょう
録
ろく
、専

せん
門
もん
書
しょ
の目

もく
次
じ

を目
もく
的
てき
に応
おう
じて読める

学
がく
術
じゅつ

論文の抄録を読み、研究の概要（目的・方
ほう
法
ほう
・結

けっ

果
か
・考

こう
察
さつ
・結

けつ
論
ろん
）が把握できる

第 8課

専門書の目次を読み、目的に応じて目次からその本で読
むべき箇

か
所
しょ
を見つける

第 9課

第
10
課
〜
第
12
課

抽象的な内容の教養書や専門

分野の入門書を読み、比較、

対照、構造、アナロジーを押

さえながら、問題提起、論点、

筆者の主張、意図、分野の概

要が把握できる

専門分野の入門書の一節を読み、比較、対照、構造、
アナロジーを理

り
解
かい
し、筆者の主張、意図が把握できる

第 10課

専門分野の入門書の一節を読み、調
ちょう

査
さ
結
けっ
果
か
を比較、対

照しながら、筆者の主張が把握できる
第 11課

教養書の一節を読み、取
とり
上
あ
げられた事

じ
象
しょう

の現
げん

状
じょう

、展
てん

望
ぼう
、原

げん
因
いん
、問題点などが把握できる

第 12課

できること 1 できること 2

◉	各
かく

課
か

の学習目標には［できること 1］と［できること 2］の２つがあります。

v

こ の 本 の 使 い 方
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特
と く

徴
ちょう

2 ... 必
ひつ

要
よう

なスキル（技
ぎ

能
のう

）がはっきりわかる！

◉	課
か

のはじめに「この課で身
み

につけるスキル（スキル表
ひょう

）」があります。スキルは、全
ぜん

体
たい

把
は

握
あく

と認
にん

知
ち

タスクを解
と

くことによって確
かく

認
にん

できます。「タスク（問題）」⇒「スキル（技能）」⇒「学習目
もく

標
ひょう

（できること）」というつながりがはっきり見えます（スキルの内
ない

容
よう

については pp.xi-xii を参
さん

照
しょう

）。

vi

タスク
番号
➡

自分で
わかった

➡

授業で
わかった

➡

	メタ・コンテンツを把握する 【全体 1】

	全
ぜん
体
たい
の流れを把握する 【認知 8】

◦	 文
ぶん

章
しょう

全体の論
ろん

理
り

構
こう

造
ぞう

を把握する

	論点を把握する

◦	 筆者がメディアとはどういうものだと言っているか
を把握する

【認知 5】

◦	 文章全体の論点を把握する 【認知 6】

	比
ひ
較
かく
・対

たい
照
しょう
する

◦	 21 段
だん

落
らく

で何が比較されているかを把握する 【認知 4】

学 

習 

目 

標

できること 1

できること 2

スキル表

＞認知 5  論点を把握する

5. 下線部⑥「メディアとはそういうもの」とありますが、メディアとはどういうもので
すか。
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

タスク

こ
の
課
の
ス
キ
ル
を
身
に

つ
け
る
と
で
き
る
こ
と

こ
の
タ
ス
ク
を
解
く
と

身
に
つ
く
ス
キ
ル

［
で
き
る
こ
と
１
・
２
］

達
成
に
必
要
な
ス
キ
ル

こ
の
ス
キ
ル
を
使
っ
て

解
く
タ
ス
ク

こ
の
課
で
身
に
つ
け
る
ス
キ
ル

チェックボックスタスク番号
【全体 1】→ 全体把握 1.
【認知 1】→ 認知タスク 1.

評
ひょう

価
か

してみよう 

抽
ちゅう
象
しょう
的
てき
な内

ない
容
よう
の教

きょう
養
よう
書
しょ
や専

せん
門
もん
分野の入

にゅう
門
もん
書
しょ
を読み、問題提

てい
起
き
、

論
ろん
点
てん
、筆
ひっ
者
しゃ
の主
しゅ
張
ちょう
、意図、分野の概

がい
要
よう
が把

は
握
あく
できる

教養書の一
いっ
節
せつ
を読み、筆者の問題提起、論点、主張、意図など

が把握できる
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◉	巻末には「スキル一覧表」があります。その課の学習を終えて、それぞれのスキルが身につ

いたかどうかを自
じ

己
こ

評
ひょう

価
か

し、チェック してみましょう。得意なスキル、苦手なスキル（あ

なたに必要なスキル）を把握して、スキル向
こう

上
じょう

に役
やく

立
だ

てましょう。

学 

習 
目 
標

できること① 抽象的な内容の教養書や専門分野の入門書を読み、問題提起、論点、
筆者の主張、意図、分野の概要が把握できる

できること②
教養書の一節を読み、筆者の問題提起、論
点、主張、意図などが把握できる

教養書の一節を読
み、筆者の研究の動
機と仮説の概要が把
握できる

各
課
詳
細

課 第 1 課 第 2 課 第 3 課

タイトル
私のニュースの読
み方

価値の一様性 言葉の起源をもとめ
て

　
　
　
身
　
に
　
つ
　
け
　
る
　
ス
　
キ
　
ル

メタ・コンテンツを把握する

全体の流れを把握する

論点を把握する

論理展開を予測・把握する

明示的な主張・意図を把握す
る

結論を把握する

特定の情報のみを抽出する

vii

◉「この課
か

で身
み

につけるスキル（スキル表
ひょう

）」のチェックの仕方

タスク
を解く  

タスクを解
と

いた後、自分で「この課で身につけるスキル（スキル表）」や巻
かん

末
まつ

の「スキル一
いち

覧
らん

表」

にチェック してみてください。得
とく

意
い

なスキル、苦
にが

手
て

なスキル（あなたに必
ひつ

要
よう

なスキル）がわ

かります。自分の弱
よわ

い部
ぶ

分
ぶん

を知って勉強すれば、読む力が確
かく

実
じつ

に身につきます。

何ができたの？→得意なスキル

何ができるようになったの？
→苦手なスキル＝必要なスキル

タスク
番号
➡

自分で
わかった

➡

授業で
わかった

➡

	論
ろん
点
てん
を把

は
握
あく
する

◦	筆者の論点を把握する 【認知 9】

評価してみよう 

チェックボックス
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特
と く

徴
ちょう

3 ... アカデミックな読みをするための 3 種
しゅ

類
るい

のタスク

◉大学、専
せん

門
もん

学校で必
ひつ

要
よう

とされるアカデミックな読みとは？

◉	各課にはアカデミックな読みをするための 3 種類のタスク （「全体把握」「言語タスク」「認知タ

スク」） があります。

■ 言語処
しょ

理
り

とは？

ことばの意味や用
よう

法
ほう

、

文
ぶん

法
ぽう

な ど の 知
ち

識
しき

を

使って、文
ぶん

章
しょう

を文字

通りに理
り

解
かい

すること

⇩
アカデミックな読み

１．全体把握　

2．言語タスク

3．認知タスク

メタ・コンテンツ（次ページ参照）とテキストの種類を問うタスクです。テキストを読んで、

そこに書かれたことはつまり何なのか、というメタ・コンテンツの形
かたち

にまとめる力は、レ

ジュメやレポートを書くときに必要です。まず、時間をかけずにサッと読んで、解
と

いてみ

てください。もし、分からなかったら、「言語タスク」「認知タスク」を解いた後でもう一

度考えてみてください。

「認知タスク」を解くために必要な言語処理を問う問題なので、「認知タスク」を解く前に

解いた方が効
こう

果
か

的
てき

です。

言語処理だけでなく、認知処理を同時に必
ひつ

要
よう

とするアカデミックな問題です。選
せん

択
たく

式
しき

のタ

スクが多いのには理由があります。試験形
けい

式
しき

に慣
な

れるためではありません。まず、表
ひょう

面
めん

的
てき

でない精
せい

緻
ち

な読みを求める選
せん

択
たく

肢
し

の検
けん

討
とう

を通じて認知処理が促
うなが

されます。それから、表現

にエネルギーを使わないので、読みに集中できます。さらに、的
てき

確
かく

な言語表現に豊
ほう

富
ふ

に触
ふ

れることができ、アカデミックな表現力をつける土台になります。

言語処理 認知処理

例：語
ご

彙
い

・文法 例：論
ろん

理
り

展
てん

開
かい

の

　　把
は

握
あく

viii

■ 認
にん

知
ち

処理とは？

文字通りの意味を理解する（言語

処理）だけでなく、

「この文章で一番大切なことは？」

「筆
ひっ

者
しゃ

が言いたいことは？」

「これとこれとの関
かん

係
けい

は？」

「分かりやすく整
せい

理
り

するとどうなる？」

「この例
れい

は何を説
せつ

明
めい

している？」

などを考えて理解すること

「著作権保護コンテンツ」



メタ・コンテンツとは？

　コンテンツ（内
ない

容
よう

）そのものではなく、内容をメタ（meta-）に（ひとつ上のレベルから）

捉
とら
え直
なお
し、名

めい
詞
し
句
く
で端
たん
的
てき
にまとめたものです。要

よう
点
てん

や要
よう

約
やく

ではありません。

　➡「コンテンツ」と「メタ・コンテンツ」の違いは？

① 自動車が増
ふ

えて、環
かん

境
きょう

に大きな負
ふ

荷
か

がかかっている。このままでは 美
うつく

しい地
ち

球
きゅう

を未
み

来
らい

に残
のこ

せない。自動車の使用を大
おお

幅
はば

に制
せい

限
げん

するべきなので

はないだろうか。

△ 環境のために自動車の使用を制限するべきだ。←コンテンツ

○ 自動車の使用に関
かん

する意見  ←メタ・コンテンツ

② この本を書いたのは、日本で学ぶ留
りゅう

学
がく

生
せい

の思いを多くの人々に知って

もらいたいと思ったからだ。慣
な

れない土地での苦
く

労
ろう

、仲
なか

間
ま

たちとの出会

い、将
しょう

来
らい

への希
き

望
ぼう

、そういった平
へい

凡
ぼん

だが貴
き

重
ちょう

な声
こえ

の数
かずか々ず

をここに集め

た。たくさんの人に読んでもらいたい。

△ この本を書いたのは、留学生の思いを人々に伝
つた

えるためだ。
　←コンテンツ

○ この本を書いた理
り

由
ゆう

の説
せつ

明
めい

　←メタ・コンテンツ

特
と く

徴
ちょう

4 ...クリティカル・リーディング（Critical Reading）の力が身
み

につく！

		  各
かく

課
か

に、クリティカル・リーディングのポイントが、タスク形
けい

式
しき

で挙
あ

げてあります。これに

取
と

り組
く

むことで、文
ぶん

章
しょう

を吟
ぎん

味
み

しながら読む技
ぎ

術
じゅつ

が身につきます。練
れん

習
しゅう

を重ねるうちに、クリ

ティカル・リーディングのコツを覚え、読みの上
じょう

級
きゅう

者に一歩近づくことができます。

（詳
くわ

しくは p.1「プロローグ ―クリティカル・リーディングへの扉
とびら

」を参
さん

照
しょう

)

ix「著作権保護コンテンツ」



この本の構
こ う

成
せ い

■ 読む前に
　皆

みな
さん自

じ
身
しん

の考え方、ふるさとの文
ぶん

化
か

などに関
かん

する簡
かん

単
たん

な質問や、短
みじか

い文
ぶん

章
しょう

が書かれています。

これは、テキストを読む前に、そのテーマやトピックに関する皆さんの知
ち

識
しき

を引
ひ

き出して、興
きょう

味
み

や

関心を持ってもらうためのものです。クラスでその質問や文章について話し合
あ

い、共
きょう

有
ゆう

しておけば、

より多くの知識を持ってテキストを読むことができます。もし、皆さんがそのテーマやトピックに

関してあまり知らない場
ば

合
あい

は、テキストを読むために必
ひつ

要
よう

な知識を得
え

ることもできます。

■ 学習目
もく

標
ひょう

　この課
か

の学習を通じて、何ができるようになるのかが、［できること 1］［できること 2］に書か

れています（詳
くわ

しくは p.v を参
さん

照
しょう

）。文章を読むとき、普
ふ

通
つう

は「この機
き

械
かい

の使い方を知りたい」とか

「手紙の用
よう

件
けん

を知りたい」など具
ぐ

体
たい

的
てき

な目的があります。この本の本文を読むときにも、「これを読

み取
と

ろう」という目的を持って読むことによって、なんとなく読むよりも読む力が格
かく

段
だん

に高まりま

す。

■ この課で身
み

につけるスキル（スキル表
ひょう

）
　この課の学習目標を達

たっ
成
せい

するために必要なスキルが挙
あ

げてあります。これらのスキルは、問題を

解
と

くときに使うスキルでもあります。スキルは、全
ぜん

体
たい

把
は

握
あく

と認
にん

知
ち

タスクを解くことによって確
かく

認
にん

で

きます。この課の学習を終えたあとで、自分がそのスキルを使えるようになったか、自
じ

己
こ

評
ひょう

価
か

して

みてください。
　スキル表のふりがなは、日本語能

のうりょく
力試験（旧

きゅう
試験）の 2 級

きゅう
以上（2 級、1 級、級外）の漢字を使う語

と、固
こ

有
ゆう

名
めい

詞
し

についています（ページ初出のみ）。
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スキル表の内容

 メタ・コンテンツを把
は
握
あく
する

Grasp the meta-contents of the text /
掌握大意 / 掌握大意 / 주요내용을 파악한다

メタ・コンテンツとは、内
ない

容
よう

をメタに（ひとつ上のレベル
から）捉

とら
え直

なお
し、名

めい
詞
し

句
く

で端
たん

的
てき

にまとめたものです。内容
の要

よう
約
やく

ではありません（詳しくは、p.ix を参
さん

照
しょう

）。

 全体の流
なが
れを把握する

Grasp the overall flow of meaning of the text / 
掌握总体的流程 / 掌握總體的流程 / 전체의 흐름을 파악한다

文
ぶん

章
しょう

全
ぜん

体
たい

をひとつの話として理
り

解
かい

することです。話のつなが
りがわかり、段

だん
落
らく

を正しい順
じゅん

序
じょ

に並
なら

べ替
か

えることができます。

 論
ろん
点
てん
を把握する

Grasp the point of argument / 掌握论点 / 掌握論點 / 논점을 파
악한다

論点とは、そこに書かれた主
しゅ

張
ちょう

やその根
こん

拠
きょ

の核
かく

心
しん
（一

いち
番
ばん

中心
的なポイント）です。つまり、「要するに何が言いたいか」です。

 論
ろん
理
り
展
てん
開
かい
を予

よ
測
そく
･ 把握する

Predict/understand the logical development / 预测掌握逻辑展开
/ 預測掌握邏輯展開 / 논리 전개를 예측・파악한다

書かれたことを論理的に追い、「なぜそう言えるのか」を
理
り

解
かい

すること、論理的に考えて前後の展開や結
けつろん

論を推
すいそく

測す
ることです。

 明
めい
示
じ
的
てき
な主張・意図を把握する

Grasp the explicit assertion/intention / 掌握明确的主张・意图 /
掌握明確的主張・意圖 / 명시적인 주장・의도를 파악한다

文中に筆
ひっしゃ

者の主張（意見）や意図（言いたいこと）がはっきり
表
あらわ

れているときに、それが読
よ

み取
と

れることです。

 結論を把握する
Grasp the conclusion / 掌握结论 / 掌握結論 / 결론을 파악한다

筆者の最
さい

終
しゅう

的
てき

な判
はん

断
だん

を一言でまとめるとどうなるかがわか
ることです。結論ははっきり書かれている場合とそうでな
い場合があります。あとの場合は、書かれたことをもとに
推測する必要があります。

 特
とく
定
てい
の情

じょう
報
ほう
のみを抽

ちゅう
出
しゅつ
する

Extract specific information / 只提取特定的信息 / 只擷取特定資

訊 / 특정의 정보만을 추출한다

必要な情報がどこに書かれているか見つけ出すことです。
要
い

らないものを捨
す

て、必要な部
ぶ

分
ぶん

だけを取り出します。

 比
ひ
較
かく
・対
たい
照
しょう
する

Compare/contrast / 比较・对照 / 比較・對照 / 비교・대조한다

「A はこうだが、B はこうだ」と何かを比
くら

べたテキストを
理解することです。分

ぶんるい
類の視

し
点
てん

が筆者独
どくとく

特の場合、何と何
を対比しているのかを的確に捉えることがポイントになり
ます。

 原
げん
因
いん
と結
けっ
果
か
の関
かん
係
けい
を把握する

Grasp the relationship between cause and result /
掌握原因和结果的关系 / 掌握原因與結果的關係 /
원인과 결과의 관계를 파악한다

因
いん

果
が

関係を理解することです。文中で原因と結果が離
はな

れて
いる場合や、直接的に書かれていない場合もあります。

 構
こう
造
ぞう
・法
ほう
則
そく
性
せい
を把握する

Grasp the structure/principle / 掌握构造・法则性 / 掌握構造・
法則性 / 구조・법칙을 파악한다

書かれている内容について論理的な構造や法則性（こういう
場合はこうなるなど）を整

せい
理
り

して理解することです（ここで言
う「構造」は、テキストの文

ぶんぽうてき
法的・言語的構造ではありません）。

 何の例
れい
かを把握する

Grasp what the example is for / 掌握例举的事例 /掌握例舉的事

例 / 무슨 예인지를 파악한다

例を挙
あ

げて何かを説
せつめい

明しているとき、「それが何を説明す
るための例なのか」を理

り
解
かい

することです。「どんな例か」
ではありません。
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 非
ひ
明
めい
示
じ
的
てき
な背
はい
景
けい
・意図を推

すい
測
そく
する

Speculate on the implicit background/intention / 推测非明确的背
景和意图 /推測非明確的背景和意圖 / 비명시적인 배경이나 의
도를 추측한다

書かれたことの背景や意図が直接的ではないが推測できる
ように書かれている場合に、それを捉

とら
えることです。

 複
ふく
数
すう
の情

じょう
報
ほう
を関
かん
連
れん
付
づ
ける

Relate two or more pieces of information with each other /
把复数的信息联系起来 / 把複數的資訊連結起來 / 복수의 정보
를 관련 짓는다

書かれている複数のことが互
たが

いに関連している場合に、そ
の関

かんけい
係を正しく理解し、関連するもの同

どう
士
し

を結
むす

びつけるこ
とです。

 アナロジー・比
ひ
喩
ゆ
がわかる

Understand the analogy/metaphor / 判明类推・比喻 / 判明類推・
比喻 / 유추・비유를 알 수 있다

アナロジー（類
るい

推
すい

）というのは、新しい物事や考え方を説
せつ

明
めい

するときに、すでに知っていることと比
くら

べてみることです。
「ああ、こういうことかな」と類推してわかってもらうた
めの説明の手

しゅ
法
ほう

です。

比喩は、「太
たい

陽
よう

のように明るい人」や「人生は旅だ」のように、
一つのものを何か他のものに喩

たと
えることです。「人生は旅

だ。計画してもその通りには行かない。だが、そこがおも
しろい。」のように、喩えるものの間に共

きょう
通
つう

の物語や関係
や構

こう
造
ぞう

があるものは、比喩でもあり、同時にアナロジーで
もあります。

❖［アナロジーを使った説明の例
れい

］
「過

か こ
去にこだわらずに前に進

すす
むこと」を説明するために、

下
か

線
せん

部
ぶ

のコップの話を、アナロジーとして使っています。

　ときどき、これまでのやり方や過去の成
せいこう

功体験にこだわっ
て、新しい方法や考え方を受

う
け入れられない人がいる。だが、

それでは進
しん

歩
ぽ

も成長もない。過去にこだわらずに前に進もう。
コップに新しい水を入れるには、今、入っている水を捨

す
てな

ければならないのだ。

 句
く
・文単

たん
位
い
での言い換

か
えを把握する

Grasp the paraphrase at phrase/sentence level / 掌握以短语・
句子为单位的互换 / 掌握句子・短文為單位的其他說法 / 구・
문장 단위로 대체표현을 파악한다

文中で同じ意味を表
あらわ

す複
ふく

数
すう

の表
ひょう

現
げん

が使われているとき、
それを把握することです。もとの言

こと
葉
ば

が一語でも、言い換
えが句（フレーズ）や文になる場

ば
合
あい

があります。

 スキミングする
Use skimming strategy (to get the main ideas of the text) /
略読 / 粗讀 / 텍스트의 주제를 파악하기 위한 스키밍기법 사
용하기

速
そく

読
どく

のスキルの一つで、全
ぜん

体
たい

をさっと読んで、概
がい

要
よう

・主
しゅ

旨
し

・要
よう

点
てん

など、そこで重
じゅう

要
よう

な情
じょう

報
ほう

は何かをつかむ読み方
です。何が書かれたテキストか、自分の目

もく
的
てき

に合
あ

うかをご
く短

たん
時間で知りたいときに使います。

 スキャニングする
Use scanning strategy (to get a specific information) / 査読 / 細
讀精讀 / 특정 정보를 파악하기 위한 스캐닝기법 사용하기

速読のスキルの一つで、全体を見
み

渡
わた

して、必
ひつ

要
よう

な特
とく

定
てい

の情
報が書かれた部

ぶ
分
ぶん

を探
さが

し出す読み方です。自分が求
もと

める情
報があらかじめ決

き
まっていて、それだけを把握したいとき

に使います。

 抽
ちゅう
象
しょう
的
てき
記
き
述
じゅつ
と具

ぐ
体
たい
的
てき
記述を関

かん
連
れん
付
づ
ける

Relate abstract descriptions with specific ones /
把抽象记述和具体记述联系起来 / 將抽象的記述與具體的記述

連結起來 / 추상적 기술과 구체적 기술을 관련 짓는다

文中で関連のある事
こと

柄
がら

が、抽象的なレベルと具体的なレベ
ルの両

りょう
方
ほう

で書かれているとき、両者を結
むす

び付
つ

けることです。
たとえば、「移

い
動
どう

手
しゅ

段
だん

」と「徒
と

歩
ほ

」や「電車」のような関
かん

係
けい

です。
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 （関連➡認知 4）

2. 下線部⑧の「子どもを思う親の気持ち」が自殺未
み

遂
すい

につながったというのは、どのよう
な論理を筆者は想定していると考えられますか。その想定は妥

だ
当
とう

だと思いますか。

●クリティカル・リーディング

＞ 5 段落  非明示的な背景・意図を推測する （関連➡ CR2）

4. 下線部⑧は、自殺未遂した医師の例では、どこに表れていると考えられますか。テキス
トから抜き出しなさい。

●認知タスク

■ テキスト
　テキストの種

しゅ
類
るい

としてはエッセイ、教
きょう

養
よう

書
しょ

、専
せん

門
もん

分
ぶん

野
や

の入
にゅう

門
もん

書
しょ

、目
もく

次
じ

、論
ろん

文
ぶん

の抄
しょう

録
ろく

など、ジャン

ルとしては教
きょう

育
いく

、文
ぶん

化
か

、経
けい

済
ざい

学、介
かい

護
ご

、言
げん

語
ご

社
しゃ

会
かい

学
がく

、脳
のう

科
か

学
がく

など、大学などにおいて出会う多
た

様
よう

な

ものが選
せん

ばれています。内
ない

容
よう

的
てき

には専
せん

門
もん

的
てき

なテキストを読む前
ぜん

段
だん

階
かい

として、一
いっ

般
ぱん

向
む

けの文
ぶん

章
しょう

で認
にん

知
ち

処
しょ

理
り

が必
ひつ

要
よう

なものが選ばれています。全
すべ

て、日本人向けに書かれた生の文章です。

　ふりがなは、日本語能
のうりょく

力試験（旧
きゅう

試験）の 1 級
きゅう

以上（1 級と級外）の漢字を使う語と、固
こ

有
ゆう

名
めい

詞
し

につ

いています（ページ初出のみ）。それ以外で読み方のわからない語は、語
ご

彙
い

リストで調
しら

べましょう。

■ 全体把握・言語タスク・認知タスク
　「この本の特

とく
徴
ちょう

　特徴３（p.viii）」を参
さん

照
しょう

してください。

■ クリティカル・リーディング
　「プロローグ－クリティカル・リーディングへの扉

とびら
（p.1）」を参照してください。タスクの右上の

「関
かん

連
れん

」のマークは、互
たが

いに関連のある問いであることを示
しめ

しています。

［凡　例］

（関連➡ CR2）＝ CR2 番と関連があるタスク

（関連➡ 認知 4）＝認知タスク 4 番と関連があるタスク

■	複
ふく

眼
がん

思考レッスン

　クリティカル・リーディングに必要な思考の柔
じゅう

軟
なん

性
せい

を身
み

につけ、発
はっ

想
そう

をより豊
ゆた

かにするための頭
あたま

の体
たい

操
そう

です。肩
かた

の力を抜
ぬ

いて楽しんでください。

■ 巻
かん

末
まつ

「スキル一
いち

覧
らん

表
ひょう

」
　巻末の「スキル一覧表」には、各

かく
課
か

の学習目
もく

標
ひょう
（［できること 1］［できること 2］）、「この課で身

み

につけるスキル」が一覧で示
しめ

してあります。その課の学習を終えたら、身についたスキルを自己評
ひょう

価
か

し、チェックを入れましょう（詳
くわ

しくは p.vii を参照）。
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■ 別
べっ

冊
さつ

「語
ご

彙
い

リスト」
その課の語彙の英語、中国語（簡

かん
体
たい

字・繁
はん

体
たい

字）、韓
かん

国
こく

語訳がついています。予
よ

習
しゅう

、復
ふく

習
しゅう

に使ってく

ださい。

［凡　例］
1＝日本語能

のう
力
りょく

試験（旧
きゅう

試験）の１級
きゅう

の語彙、2＝2 級、3＝3 級、4＝4 級
（＊旧試験の１級はおよそ新試験のＮ１に、２級はＮ２に、３級はＮ４に、４級はＮ５に相当します。）

外＝日本語能力試験の級外で覚
おぼ

えたほうがよいもの

外◆＝級外の理
り

解
かい

語彙でよいもの
.......................

○日本語能力試験 3 級、4 級の語彙は漢字の読みが難
むずか

しいものだけ載
の

せています。

○２語以上のフレーズで載せているものは、級が書かれていません。

	 例：耳を傾ける

○複
ふく

合
ごう

語
ご

の２つの語の級が違う場合は、上の級が書かれています。

	 例：	 重なり合う⇒ 2 級

		  重なる⇒ 2 級、合う⇒ 3 級

■ 別冊「解
かい

答
とう

例
れい

」
　この本の「全体把握」「言語タスク」「認知タスク」の解答例は「正解」ではなく、解答の一例で

す。特に、記
き

述
じゅつ

式
しき

のタスクでは、答えが一つに決
き

まらないのが普
ふ

通
つう

です。解答例を参
さん

考
こう

に、読みを

検
けん

討
とう

してください。

　なお、この本のクリティカル・リーディングには基
き

本
ほん

的
てき

に解答例がありません。クリティカル・

リーディングは自
じ

由
ゆう

な発
はっ

想
そう

を問うものであって、「正
せい

解
かい

」はなく、考え方の可
か

能
のう

性
せい

は無
む

限
げん

にあるから

です。パラフレーズ（自分の言葉による言い換
か

え・再
さい

構
こう

成
せい

）にのみ解答例をつけましたが、それ以外

の考え方も可能です。あくまで参
さん

考
こう

に留
とど

めてください。

級 ことば 読み方 英語 中国語［簡体字］ 中国語［繁体字］ 韓国語

第４課　経済学とは何か

2 科目 かもく subject 科目 科目 과목

外 文科系 ぶんか - けい liberal arts; the 
humanities

文科类 文科類 문과계 ( 열 )

1 理科系 りか - けい science 理科类 理科類 이과계 ( 열 )

2 おそらく probably; likely; 
perhaps

恐怕，可能 恐怕，可能 아마 , 필시

手にする てにする to take; to pick up 得到，到手 得到，到手 손에 들다

2 きっかけ trigger; motive 契机 契機 계기

外◆ 効用 こうよう effect 效用 效用 효용
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この本をお使いになる先生方へ

■本書で扱うクリティカル・リーディングの範囲

　本書では、「認知タスク」「クリティカル・リーディング」「クリティカル・シンキング」

の区別を、以下のように考えています。

認知タスク――テキストに書かれたことから合理的な推論の範囲で確実に言えることを

筆者の意図に沿って読み取るタスクです。

		 　一般にはクリティカル・リーディングとされるものの一部（筆者の主張を問

う等）も含みます。

クリティカル・リーディング（ＣＲ）――異なる視点からの分析や推論、自分の経験や考

えに照らした検討など、筆者の書いていることを無条件に受け入れるのでは

なく、判断を保留して吟味する視点を持ったタスクです。

		 　一般にクリティカル・リーディングではよく、論理の妥当性・一貫性を問

いますが、一貫性を欠くなど、それ自体に大きな欠陥のあるテキストは、こ

の本では取り上げません。

クリティカル・シンキング――テキストの検討からさらに一歩進んで、発展的に自分の

考えを展開し、それを口頭や記述で表現することです。この本は読みのスキ

ルを身につけるのが主眼なので、クリティカル・シンキングの部分は重点的

には扱いません。

■クリティカル・リーディングを使った活動の方法

▶全部やらなくてもＯＫ

　時間の制約、学習者やクラスの特性に応じて、適当な問いを選んでお使いください。

また、たとえば、これ以外のクリティカルな問いを足したり学習者に考えてもらったり

するのも面白いのではないでしょうか。

▶使い方は自由

　問いに対して学習者が考えを述べる方法としては、口頭で述べる、あるいは紙に書く

などがあるでしょう。

　口頭で述べる場合は、準備なしに言ってもらう、あるいは、少し準備の時間をとり、

小グループで話し合ったうえで自分の考えをまとめ、発表してもらうことも可能です。
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　書く場合は、２，３行で簡単に書く方法、原稿用紙などにまとまった長さの文章を書く

方法などが考えられます。

　また、書いたものをクラスで共有する、他の学習者の述べたことを、たとえば、問い

と整合性があるか、テキストに沿っているか、論理的に筋が通っているか、根拠は十分

かといった「CR として妥当か」という視点から検討する、といったやり方も可能です。

▶正解はない　

　ご承知のように、クリティカル・リーディングに正解はありません。解答例をつける

と、「解答例＝正解」のような誤解を与えて読みを固定化し、テキストへの自由なアクセ

スを妨げる恐れがあると考え、あえて解答例をつけていません。

　ある学習者の述べたことが「CR として妥当か」を検討する際は、特に誤解が生じや

すいので、学習者に再度、「正しい答え」も「間違った答え」もないことの注意を促して

いただければと思います。

　テキストの内容を自分の言葉で再構成するパラフレーズには、自学自習の学習者の便

宜を考えて解答例をつけましたが、再構成の仕方も十人十色であってよいと考えていま

す。

▶本書のクリティカル・リーディングを使って

　本書のクリティカル・リーディングは、記述や口頭表現など、発信を中心とした教室

活動にも使えます。自分の考えをきちんとした形で書いたり話したりすることに主眼を

置けば、クリティカル・シンキングに近づきます。

「本書の特集ページ：yomuchikara.jimdo.com」で

クリティカル・リーディングの活動例などを紹介しています。
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プロローグ クリティカル・
リーディングへの扉

とびら

1

クリティカル・リーディングとは何だろうか	

クリティカル・リーディング（以下ＣＲ）とは、テキストを読んで何が書かれているかを正
せい

確
かく

に理
り

解
かい

したうえで、複
ふく

眼
がん

的
てき

な視
し

点
てん

から、その内
ない

容
よう

や構
こう

成
せい

を検
けん

討
とう

することです。「クリティ

カル（批
ひ

判
はん

的
てき

）」といっても、欠
けっ

点
てん

を探
さが

したり否
ひ

定
てい

したりすることではありません。

クリティカル・リーディングはなぜ必
ひつ

要
よう

か	

このような読み方は、何の役
やく

に立つのでしょうか。それは、一つの見方に因
とら

われない柔
じゅう

軟
なん

な思考、つまり、クリティカル・シンキング（批判的思考）の土台を作るのに役
やく

立
だ

ちます。

情
じょう

報
ほう

をうのみにせず、自
じ

律
りつ

的
てき

な主体としてものを考える姿
し

勢
せい

は、研究はもちろん、日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

や仕事上のさまざまな場
ば

面
めん

で役立ちます。

本書で扱
あつか

うクリティカル・リーディングとは	

ＣＲの力をつけると、皆
みな

さんが生活や仕事や研究で出会う、さまざまなテキストに批判的

にアクセスできるようになります。つまり、自分で自
じ

由
ゆう

にクリティカルな問いを立てられ

るようになるのです。この本ではそのための第
だい

一
いっ

歩
ぽ

として、用意された問いに答える 形
かたち

で、少しずつＣＲに慣
な

れていきます。ここで取
と

り上げる問いは基
き

本
ほん

中の基本で、ＣＲのご

く一
いち

部
ぶ

です。しかし、これを通じて、複眼的にものを見る、柔
じゅう

軟
なん

な視点が身
み

につきます。
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クリティカル・リーディングをやってみよう！

　

　まず、一つテキストを読んでＣＲの具
ぐ

体
たい

的
てき

な問題に挑
ちょう

戦
せん

してみましょう。次
つぎ

のテキスト

は「行
ぎょう

列
れつ

のできる店」について書かれたエッセイです。

日本人はなぜ行列するのか　

　「行列のできる店」というのがある。レストランなどの前に 2、30 人の人が並
なら
ん

でいるのだ。混
こ
んでいるなら他

ほか
へ行けばよいのに、何十分もおとなしく待つ。さ

らに不
ふ
思
し
議
ぎ
なことに、いったん行列ができると、人がさらに集まってくる。

　行列のできる店はそれだけ人気のある、おいしい店なのだ、という判
はん
断
だん
が働

はたら
く

からだろう。けれども、海外では行列などしない。混んでいれば、さっさと他の

店に行ってしまう。なぜ日本人は行列が好
す
きなのか。それは、並ぶこと自体が特

別なイベントだからだ。「この間、あの評
ひょう
判
ばん
の店に行ったらね、45 分待ちでね。」

「へえ～。で、味はどうだった？」と話題にするのが楽しいのだ。評判の店で行列

を作るのは、ディズニーランドのアトラクションで並ぶのと同じなのである。

　このテキストを、皆
みな

さんはどのように読みましたか。読んでいると、いろいろな疑
ぎ

問
もん

が

湧
わ

いてきます。たとえば、次のような問題意
い

識
しき

を持って読むのがＣＲです。例
れい

題
だい

を通して、

ＣＲを体験してみましょう。

1

2
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プ
ロ
ロ
ー
グ

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
へ
の
扉

例　題 次の問の答えを考えてみましょう。また、その根
こん

拠
きょ

も考えてみましょう。

1. ２段
だん

落
らく

で「海外では行
ぎょう

列
れつ

などしない」と断
だん

定
てい

していますが、本
ほん

当
とう

にそのように言えると思い
ますか。

ヒント⇒事
じ
実
じつ
のように書かれていても、そのまま信

しん
じるのは危

き
険
けん
です。筆

ひっ
者
しゃ
の知る限

かぎ

りではそうであっても、海外事
じ
情
じょう
のすべてに通じている人はあまりいないで

しょう。根拠のない断定は要
よう
注
ちゅう
意
い
です。

2. 「なぜ日本人は行列が好
す

きなのか」とありますが、行列ができることと、行列が好きなのは同
じことでしょうか。

ヒント⇒	「なぜ○○なのか」と言うと、その理
り
由
ゆう
が気になって、つい「○○」の中

なか
身
み

を検
けん
討
とう
するのを忘

わす
れがちですが、このような言い換

か
えは要注意です。

3. 「評
ひょう

判
ばん

の店で行列を作るのは、ディズニーランドのアトラクションで並
なら

ぶのと同じなのであ
る」とありますが、妥

だ
当
とう

でしょうか。

ヒント⇒二つの現
げん
象
しょう
が「同じだ」と言うためには、どのような点

てん
で同じか明らかにす

る必
ひつ
要
よう
があります。文中から推

すい
測
そく
できないなら、論

ろん
理
り
に飛

ひ
躍
やく
があるのかもし

れません。

4. 行列のできる理由について、あなたは筆者の考えに賛
さん

成
せい

ですか、反
はん

対
たい

ですか。

ヒント⇒筆者の主
しゅ
張
ちょう
を理

り
解
かい
し、それを踏

ふ
まえて自分の意見を述

の
べます。その際

さい
、テキ

ストから離
はな
れて、自分の経

けい
験
けん
や知

ち
識
しき
だけで意見を述べるのはＣＲではありま

せん。

　このように検
けん

討
とう

することは、書かれていることが間
ま

違
ちが

っているとか主張が正しくないと

いうことではありません。どんなに優
すぐ

れたテキストでも、ＣＲの対
たい

象
しょう

になります。自
じ

律
りつ

的
てき

な読み手は、問題意
い

識
しき

を持って文章を読み、推
すい

論
ろん

したり自分の経験や知識と比
くら

べたりして、

テキストと対
たい

話
わ

しつつ読み進
すす

めていくものだからです。
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読　む　前　に

第2課 価
か

値
ち

の一様性

1. あなたはどんな子が「よい子」だと思いますか。

2. あなたはどんな人生が「幸福な人生」だと思いますか。

3. 1. や 2. は、あなたのふるさとの一般的な価
か

値
ち

観
か ん

と一
い っ

致
ち

していますか。
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抽
ちゅう
象
しょう
的
てき
な内

ない
容
よう
の教

きょう
養
よう
書
しょ
や専

せん
門
もん
分野の入

にゅう
門
もん
書
しょ
を読み、問題提

てい
起
き
、

論
ろん
点
てん
、筆
ひっ
者
しゃ
の主
しゅ
張
ちょう
、意図、分野の概

がい
要
よう
が把

は
握
あく
できる

教養書の一
いっ
節
せつ
を読み、筆者の問題提起、論点、主張、意図など

が把握できる

タスク
番号
➡

自分で
わかった

➡

授業で
わかった

➡

	メタ・コンテンツを把握する 【全体 1】

	全
ぜん
体
たい
の流
なが
れを把握する

◦	 文
ぶん

章
しょう

全体の流れを把握する 【認知 7】

	論
ろん
点
てん
を把握する

◦	 何が子どもたちの「幸
こう

福
ふく

」を奪
うば

っているかを把握する 【認知 2】

	明
めい
示
じ
的
てき
な主張・意図を把握する

◦	 筆者の主張を把握する 【認知 7】

	特
とく
定
てい
の情

じょう
報
ほう
のみを抽

ちゅう
出
しゅつ
する

◦	 筆者が紹
しょう

介
かい

している「一
いち

様
よう

な価
か

値
ち

観
かん

」を抽出する 【認知 6】

	原
げん
因
いん
と結
けっ
果
か
の関
かん
係
けい
を把握する

◦	「優
ゆう

等
とう

生
せい

だった子どもが……挫
ざ

折
せつ

したりする」原因を

把握する
【認知 5】

◦	「一様な価値観」がどのような結
けっ

果
か

をもたらすかを把

握する
【認知 7】

	何の例
れい
かを把握する

◦	 自
じ

殺
さつ

未
み

遂
すい

した医
い

師
し

の話が何の例かを把握する 【認知 3】

	非
ひ
明示的な背

はい
景
けい
・意図を推

すい
測
そく
する

◦	「幸福を願
ねが

う親の気持ち」が医師のエピソードで何に

当
あ

たるかを推測する
【認知 4】

	句
く
・文単

たん
位
い
での言い換

か
えを把握する

◦	「少しでもよい点
てん

を～「よい子」なのである」＝「　？　」【認知 1】

こ　

の　

課　

で　

身　

に　

つ　

け　

る　

ス　

キ　

ル

学 

習 

目 

標

できること 1

できること 2

評
ひょう

価
か

してみよう 
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第
　
　
課

価か

値ち

の
一
様
性

2価
か

値
ち

の一様性

河
か わ い

合隼
はや

雄
お
（著）（『子どもと学校』岩

いわ
波
なみ

新書 1992）

	 価値の多様性ということが、最近よく言われるようになった。①生き方が多様に

なっただけ、価値観の方も多様になってきた、というのであるが、果してそうだろう

か。

	 ②教育の「実状」を考えてみると、日本人すべてが、「勉強のできる子はえらい」

という、一様な価値観に染
そ
まってしまっている、と言えないだろうか。親は子どもの

点数のみ、序
じょ
列
れつ
のみを評

ひょう
価
か
の対象にする。③少しでもよい点をとってきて、少しでも

上位に位する子は「よい子」なのである。教師も親ほどではないにしても、それに近

いであろう。

	 このような考えの根本には、「よい大学」を卒業し、④「よいところ」に就
しゅう
職
しょく
する

と幸福になる、という考えがある。しかも困ったことに、「よい大学」というのが、

ほとんど⑤一様にランクづけされている、という事実がある。子どもの個性に従
したが
って

大学を選ぶのではなく、その成績によって適当なところを選ぶ、という考え方である。

	 なぜこのような一様性が生じるかについては後に論じるが、⑥このことがどれほど

子どもたちの「幸福」を奪
うば
っているかについて、よく考えてみる必要がある。親は子

どもの幸福を願うと言いつつ、それを壊
こわ
すことを平気でしているのだ。教師も多く

⑦それに加担している。

	 某
ぼう
一流大学の医学部を卒業し、医師になってすぐに自殺未

み
遂
すい
をした人があった。そ

の人は小さい頃
ころ
から家庭教師を―多いときには五人も―つけられ、常によい成績をと

り続け、「最高」と思われる大学を卒業した。しかし、医師として仕事をはじめてみ

ると、対患者、対看
かん
護
ご
婦
ふ
、などの関係がまったくうまくゆかず、悲観してしまって死

のうと思ったと言う。このような例に接すると、⑧子どもの幸福を願う親の気持ちが、

一様な価値観に縛
しば
られているために、⑨カラまわりをしてしまっていると感じられる

1

2

3

4

5
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のである。

	 また、勉強勉強と言わないにしても、日本人にほとんど一様と言っていいほどの価
か

値
ち
観として、「⑩素

す
直
なお
なよい子」という理想像がある。これは、簡単に言ってしまえ

ば、親や教師など目上の人の言うままに、それに従
したが
うことを意味している。そのよう

にして「よい子」の模
も
範
はん
のようにされてきた子どもが、大学に入ったとたんに、「自

主的判断」をもって研究をせよ、などと言われてもできるはずがない。⑪優等生だっ

た子どもが、大学に入学してすぐ挫
ざ
折
せつ
したりするのには、このような例がある。これ

も、一様な価値観の犠
ぎ
牲
せい
者と言っていいだろう。

	 日本人にとって、多様性ということは、いったいどう理解されているのだろうか。

6

7

「著作権保護コンテンツ」
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値ち

の
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様
性

2■ 全　体　把　握 ■

 メタ・コンテンツを把握する

1. この文章のメタ・コンテンツは何ですか。（　　）に適当な言葉を書きなさい。また、｛　　｝
の中の適当なものを選びなさい。

一様な（　　　　　　）に縛
しば

られた現代の｛a. 教育　b. 科学　c. 文化　d. 芸術｝の（　　　）

に対する｛a. 提
てい

言
げん

　b. 報道記事　c. 問題提
てい

起
き

　d. 分
ぶん

析
せき

データ｝

2. 文章の種類は何ですか。適当なものを選びなさい。

a. 論文　　b. エッセイ　　c. 新聞記事　　d. 小説

■ 言　語　タ　ス　ク ■

＞ 1 段落

1. 下線部①は、つまりどういうことですか。もっとも近いものを選びなさい。　

a. 生き方が多様になってきただけで価
か

値
ち

観は多様になっていない

b. 生き方も価値観も多様になっていない

c. 生き方が多様になってきたのと同じくらい価値観も多様になってきた

d. 生き方が多様になってきたことと価値観が多様になってきたことは関係ない

＞ 1 段落

2. 下線部①は、誰
だれ

の見方ですか。

a. 筆者

b. 専門家

c. 親と子ども

d. 社会一般

「著作権保護コンテンツ」
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＞ 2 段落

3. 下線部②の内容と合っているものを選びなさい。

a. 親も教師も程度の差はあっても多様な価
か

値
ち

観を持っている

b. 親は一様な価値観、教師は多様な価値観を持っている

c. 親は多様な価値観、教師は一様な価値観を持っている

d. 親も教師も程度の差はあっても一様な価値観を持っている

＞ 2 ～ 3 段落

4. 下線部⑤は、具体的にどういうことですか。適当なものを選びなさい。

a. 順位は関係なく、一人一人の個性にぴったりな大学がある

b. 入学試験の難易度だけで、高いほうから順位がつけてある

c. 設備、教育の質、難易度など項
こう

目
もく

ごとに順位がつけてある

d. 設備、教育の質、難易度などを総合して順位がつけてある

＞ 3 段落

5. 親たちは「よい大学」とはどういう大学と考えていますか。下線部に入る言葉をテキストか
ら抜き出しなさい。

上位に　　　　　　　　　　　　　　　大学

＞ 3 段落

6. 下線部④は、例えば、どんなところを指しますか。適当なものを選びなさい。

a. 高収入で社会的地位が高い就
しゅう

職
しょく

先

b. レベルの高い学生が行く有名な大学院

c. 気候温暖な暮らしやすい町

d. 物
ぶっ

価
か

が安く生活がらくな地方

「著作権保護コンテンツ」
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2＞ 4 段落

7. 下線部⑦は、何を指していますか。適当なものを選びなさい。

a. 子どもが親の願いを無
む

視
し

すること

b. 子どもが親の希望を壊
こわ

すこと

c. 親が子どもの幸福を願うこと

d. 親が子どもの幸福を奪
うば

うこと

＞ 5 段落

8. 下線部⑨とは、具体的にどういうことですか。適当なものを選びなさい。

a. 子どもたちの幸福につながっていかない

b. 子どもたちの幸福につながっていく

c. 結果的に親の幸福につながっていく

d. 子どもたちに親の気持ちが伝わらない

＞ 6 段落

9. 下線部⑩は、どのような意味ですか。テキストの言葉を使って説明しなさい。

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「著作権保護コンテンツ」
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■ 認　知　タ　ス　ク ■

＞ 2 段落  句・文単位での言い換えを把握する

1. 下線部③をテキストの言葉を使って端
たん

的
てき

に言い換えなさい。　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＞ 4段落	  論点を把握する

2. 下線部⑥が指すものとして文章の内容と合わないもの
4 4 4 4 4 4

を選びなさい。

a. 親たちが、子どもの教育において一様な価
か

値
ち

観を持っていること

b. 親たちが、序
じょ

列
れつ

の高い大学や就職先ほどよいと信じていること

c. 親たちが、子どもの個性ではなく成績によって大学を選ぶこと

d. 親たちが、自分の満足のために子どもの幸福を奪
うば

っていること

＞ 5 段落	  何の例かを把握する

3. 自殺未
み

遂
すい

した医師の例は何の例として書かれていますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＞ 5 段落  非明示的な背景・意図を推測する （関連➡ CR2）

4. 下線部⑧は、自殺未遂した医師の例では、どこに表れていると考えられますか。テキストか
ら抜き出しなさい。
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2＞ 6 段落  原因と結果の関係を把握する

5. 筆者は下線部⑪のようなことがどうして起こると言っていますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から

＞全体  特定の情報のみを抽出する （関連➡ CR4）

6. 筆者が紹介している「一様な価
か

値
ち

観」にはどのようなものがありますか。下線部に適当な言
葉を書きなさい。

①　　　　　　　　　　　　　　が良い子であるという価値観

②　　　　　　　　　　　　　　が良い子であるという価値観

＞全体  全体の流れを把握する   明示的な主張・意図を把握する   原因と結果の関係を把握する

7. 教育についての筆者の問題提
てい

起
き

をまとめなさい。

最近、価値観が〔a. 多様　b. 一様〕になってきたというが、〔a. その通りだ　b. そうは思

えない〕。現実を見ると、みんなが〔a. 多様　b. 一様〕な価値観を持っている。例えば、

日本人すべてが、「『　　　　　　　　』を卒業し、『　　　　　　　　』に就
しゅう

職
しょく

するこ

とが子どもの　　　　　　　　につながる」という考え方や、「　　　　　　　　はえ

らい」「　　　　　　　　なよい子が理想像」というような、「〔a. 多様　b. 一様〕な価値観」

に縛
しば

られており、それが子どもたちの幸福を　　　　　　　　。

「著作権保護コンテンツ」
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▲ ▲ ▲

 クリティカル・リーディング 

 

1. この文章はどのような読者を対象に書かれたものでしょうか。たとえば、次の人々はどうか
吟
ぎん

味
み

してみましょう。また、これ以外にも考えられるものを出してみましょう。

・  思春期から青年期の子を持つ親たち

・  教育関係者

・  子どもの教育に関心を持つ幅広い人々
   ・   ・   ・

 （関連➡認知 4）

2. 下線部⑧の「子どもを思う親の気持ち」が自殺未
み

遂
すい

につながったというのは、どのような論
理を筆者は想定していると考えられますか。その想定は妥

だ
当
とう

だと思いますか。

 

3. 筆者は価
か

値
ち

の一様性を問題にしていますが、あなたはこの問題提
てい

起
き

が妥当だと思いますか。

 （関連➡認知 6）

4. 「勉強のできる子はえらい」「素
す

直
なお

なよい子」の他に、子どもに望むこととして、どのような
価値が考えられますか。

例）「子どもは元気に外で遊ぶのがよい」「老人にやさしい子はえらい」など

「著作権保護コンテンツ」
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2 

5. この文章で言う「価
か

値
ち

」「個性」「幸福」 という言葉を、それぞれ、その言葉自体を使わずに
パラフレーズしなさい。

価値＝ 

個性＝ 

幸福＝ 

 

6. ₁ この文章の結論を支える論
ろん

拠
きょ

の後ろには、どのような前
ぜん

提
てい

があると推
すい

測
そく

されますか。例に
出した前提以外に、どんなものがありうるか考えてみましょう。

前提： （例） 親の価値観は子どもに決定的な影
えい

響
きょう

を与える。

論拠： 親が一様な価値観に縛
しば

られると、子どもの個性を見なくなり、個性に合わない

大学や仕事を選ぶため、子どもは入学後や就
しゅう

職
しょく

後に挫
ざ

折
せつ

し、不幸になる。

結論： 親の一様な価値観は子どもの幸福を奪
うば

う。

 
 ₂ 筆者と異なる論拠によって、筆者と同じ結論に導くとすれば、どのような論拠が考えられ

ますか。その場合の前提も考えてみましょう。

前提：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

論拠：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　↓

結論：親の一様な価値観は子どもの幸福を奪う。

  

 ₃ 筆者と正反対の結論「親の一様な価値観は子どもを幸福にする」を導くには、どのような
異なる前提が考えられますか。その場合の論拠も考えてみましょう。

前提：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　   　　　　↓

論拠：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

結論：親の一様な価値観は子どもを幸福にする。
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思考レッスン❶

  頭
を柔
やわ

ら      か
くする

複
ふ く

眼
が ん

ポイント

■ 一見似
に

ていないものの中から共
きょう

通
つう

点
てん

を持ったものを見つける練
れん

習
しゅう

です ■

○○なものを探
さが

せ！

	 ◎条
じょう

件
けん

に合
あ

うものを 30 個
こ

挙
あ

げる。

〈例
れい
〉	「飛

と
ぶもの」：ロケット、花火、タンポポの種

たね
、携

けい
帯
たい

の電
でん

波
ぱ

…

1. 「光
ひか

るもの」：

2. 「お金の要
い

らないもの」：

3. 「一日に何度も使うもの」：

他
ほか

にもやってみよう！

できるだけ違
ちが
う種

しゅ
類
るい
のものを挙げる。
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